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坂
西
由
藏
敎
授
著

「「

經
濟
坐
浒
以
靡
史

1:

考
察」 

第
.九

號
一
=
ベ

敎

授

は
®
く
ま
で
も
祉
會
的
m
心
想
傾
向
の
相
對
性
を
信
ず
る
も
の
で
あ
つ
て
、
其
の
永
久
普
遍
の
^
身
性
を
認
Lr 

る
も
の
で
は
な
.い
。:-
:
敎

授

の

目

的

は

截

物

至

善

の

狀

態

々

指

摘

す

る

に

存

せ

ず

し

て

、

事
態
が
現
實
に
展
坍
す
る
不 

;斷
0-
.發

逯
過
程
を
闡
明
す
：

.る
に
存
す
る
。~}
.何
で
'め
ろ
か」

及

び「

何

て

あ

，る
可
き
か

」

の
ー
一
つ
の
問
題
の
中
、
敎

授

次

^

 

k
前
者
の
み
に
答
へ
ん
5
す

る

も

の

で

あ

る.0
敎

搜

は

理

想

主

義

的

某

礎

の

上

に

立

て

る

科

學

の

可
能
性
を̂

,?
す 

る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
敎
授
は
珥
く〜

私
は
人
類
の
文
化
發
達
の
過
程
に
對
し
て
何
等
の
理
想
を
も
持
つ
こ
ミ
の
衫 

來
な
，い
^
の
で
あ
る
。
私
に
取
0
て
は
ノ
人
類
の
文
化
が
如
何
な
る
方
向
に
向
つ
て
進
み
來
つ
^
か
、
其
の
發
達
の 

,道
程
の
上
^
如
何
ri
:
石
，
，倾

向

が

現

れ

た

か

V」

い
.ふ
ず」

ざ
だ
け
が
問
題
で
あ
つ
て
、
吾
々
が
努
力
に
ょ
つ
て
到

霉

す

可 

き
境
地
は
何
で
あ
る
，か
ぎ
：い

一

こ

と

の

出

來

な

、
も
の 

で
：あ
る
？
抑
も
人
類
文
化
發
達
の
極
度
は
何
で
あ
る
か
？
い
ふ
己
ど
は
學
問
的
認
識
の
外
に
在
る
も
の
ざ
言
中
る
の 

.で
：あ
るJ

W
。 (

四
頁)

。
，
 

\ 

.

-

即
ち
敎
授
は
社
#
進
化
の
窮
極
理
想
を
以
て
吾
人
の
知
識
祀
依
つ
て
豫

見

す

る

こ

ミ
能
は
ざ

る

も
の
と
做
す
も
， 

而
も
)]
|
|
:會
進
化
の
|事
實
が
歷
然
ど
し
て
祥
す
る
こ
^
を
認
め
る
。(

|ニ I

頁)

。而
し
て
敎
授
の
見
を
以
て
す
れ
ば
、
經 

濟
的
文
化
の
發
逄
と
は
羅
竟
ず
る
^

「

勞
働
集
約
の
程
度
增
進
の
過
程
を
指
^
す
も
の
で
あ
つ
て
、
努
動
集
約
の
程 

度Q

增
進
は
個
性
の
發
逯
に
俟
ち
’
'
,而
し
て
此
の
個
性
の
爲
め
k
分
化
ど
平
準
化
ど
の
一
一
傾
向
が
絕
ぇ
ず
働
く
も
の 

で
あ
る」

こV」

を
_
載
す
る
。(

ニ
ニ
頁
、
三
.ニ
頁
以
び)
0
分
化
の
倾
间
<
集
化
の
傾
向
と
は
同
時
现
象
で
あ
る
。「

分 

化
の
作
用
及
ぴ
之
れ
に
靡
じ
た
る
集
化
の
作
用
ど
平
^
化
の
作
用
ど
の
交
代
連
續
の
間
に
社
會
.の
進
化
は
編
み
：

n

さ 

れ
る」

。(

三
五
貞)

。
斯
く
.て
：吾
人
の
11
會
生
活
は
絕
ぇ
ず
窮
極
の
理
想
に
向
つ
て
進
展
し
つ
、
あ
る
の
で
あ

る
。

, r
l

j
 

し
て
It
#
生
活
の
發
達
に
連
れ
て
社
會
恐
想
は
分
化
し
、
分
化
し
た
る
姐
想
は
相
觸
れ
、
相
當
ぅ
、相
竦
齊
4
>

」

ら
れ
、 

全
體
の
力
を
以
て
進
化
の
階
段
を
具

り

行

く
.

の
で
あ

る

。

(

四

〇

頁

)

。

敎

授

の

所

論

は

極

め

て

明

快

で

A

つ

て

聊

か

の

盤

滞

を

も

見

な

い

。

而

も

吾

人

を

し

て

®

®

七
感
昧

」

し

む

？

も
の

3

激
校
が
經
濟
的
發
達
の
法
則
を
求
め
ん
と
せ
ら
る
、
I

つ
て
、
其
の
準
備
た
る
可
き
經
濟
史
扮
硏
の
f
 

.

人
に
f

る
、
こ
晷
少
な
る
'0
;
1*-
で
あ
る
0

シ
モ
ラ
I
は
#

つ
て
其
の
著「

國
民
經
濟
學
M

^

-

n

u
 

に
於
て
悲
し
げ
に
人
類
の
：經
濟
生
活
が 

一
I

勘
1
性
を
有
し
、
?

<

|

一
 

な
る
1

0 :
簾

を

；;
す
^

!r<
/ 

や
、
又
翁
等
か
の
囂
を
行
ひ
で
あ
る
や
否
や
を
言
明
す
る
こ
ビ
能
は
J

」

說
い
て
ゐ
る
。
然

も

雙

I

I

的
發
_

則

翌Q

可
能
？

f

 

f
の
S

S

が
、I

其
の
以
前
に
於
s

s

f

る
I

史
^

^
 

V
J要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
：
：.丨

 

：

/

敎
授
ば
固
ょ
4

本
經
濟
史
の
硏
究
に
精
進
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
。
而
も
本
篇
中
^
於
け
る
原
始

家
族

I

、 

硏
究
の
如
会
、
救
貧
制
度
變
遯
の
其
れ
の
如
き
、：

又
た
は
古
代
羅
馮
及
び
中
世
獨
逸
土
地
大
所
有
制
度
の
其
れ
の
如 

き
成
ひ
は
槪
描
的
に
過
ぎ
，
或
^
は
^
片
的
な
る
の
慽
み
あ
る
を
免
れ
な
い
。
菩
人
は
11
ら
に
精
%

こ
し
て
®
 ̂

に
系
統
的
な
る
§

の
硏
究
の
披
扼
せ
ら
る
、
の
機
を
鶴
首
し
T
待
つ
。
而

も
敎
授
は
今
や
證
す
可
論
く
の
：も 

の
を
a

し
な
が
ら
殆
ん
ミ
失
明
の
狀
態
に
：在
つ
て
百
事
其
の
意
の
如
ぐ
な
ら
ざ
る
は
我
が
學
界
の
一
大
K
事
で
あ 

る
。
吾
人
は
敎
授
が
絕
大
の
努
ヵ
と
忠
實
な
る
助
手
の
援
助
ミ
^
侬
つ
て
其
の
織
倖
な
る
境
涯
に
打
ち
党
ち
、
本
の 

無
限
の
i

響
倾
注
し
て
'
經
濟
史
的
硏
究
S

る
國
民
經
濟
生
靈
論
の
系
統
的
叙
述
を
完
成
せ
ら
る
、
の
日
あ 

ら
ん
こ
;^
を
希
蟹
し
て
止
¥

ざ
る
も
の
で
あ
る
0

:(

大

JE
十
四
年
六
月
ニ
十
五
日
發
行
，
合
資
#
社
大
®
間
出
版
、i

疋
價
金
貳
圓
八
十
錢：)

。

竹

內

謙一::

葉

譯

「

國

富

論」

增

言

i

, 

.
高

橋

誠

j

郎

謙
ニ
1 -
は
其
の
—
評「

國
賞
論」

#*
三
卷
に
於
て
、
更

ら

に

o
a
n
n
a
n

版「

國
富
嘴
.を
^

つ
c
-t
x
l
 

^

^
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第十
九狯

(

一
三
七
八

)

仗
内
謙
ニ
取

.課
：

「

國
常
論

」

艰
訂
版

 

第九皴,
三
〇

全
所
を
翻
譯
し
、
能
ふ
限
ぅ
速
か
に
其
の
初
版
、
殊
に
第一

及
び
第
二
卷
を
改
版
せ
ん
乙
と
を
激
約
せ
ら
れ
ね
o
然 

る
に
不
幸
k
も
、
此
の
聖
卷
出
版
の
後
、
，猶
か
に
ニ
十
E

k
し
て
、
大
震
災
の
厄
に
權
り
、
初
版
の
紙
型
：全
部
灰 

、

に

紀

せ

る

を

以

て

、

^
は
，1
$ひ
與
を
皴
し
て
增
補
訂
正
の
業
に
從
事
しC

a
n
a
a
n

版
の
序
文
、
頭
|8
:
及
び
»
驻
中 

重
.架
と
1!
め
れ
る
も
の
を
驛
出
追
加
し
、
原
著
者
の
#
像
並
び
^;
1
1
1
1
1
1
1
6

宛
書
简
の
®
刷
を
揭
げ
cn
a

?
の「

芯 

修J
「

國
富
論
: ^
聲
©」

「

ス

、
、
、
：
ス

の

根

本

邋

想

槪

觀

」
「

謂

ゆ

る

『

諸

國

民

の

富

の

性

質

』

に

就

て

」
r

ス
三

ス
に
於
け
>̂
1 

糸
濟
辱
の
プ
0
^
; 

J
sl
i
び
に「

國
富
論
槪
要j

V

10T
餘
H
を
.卷
頭
に
添
へ
、
新
裝
を
凝
し
て
本
年
七
月
を
以
て
目
出
究
く 

K
の
第i

您

を

.W
版
せ
ら
れ
た
o

ff
'Jに
我
が
學
界
の
®
事
r
あ
る
。

氏
は
フ
ス
ミ
ス
の
根
本
思
想
概
觀」

に
於
で
、S

3
i
t
h

が
刺
’己
心
.及
び
利
他
心
の
雨
者
を
以
て
社
會
を
結
合
す
る
一
一 

®
の
^
:ど
做
し
>「

道
徳
情
操
論」

化
於
て
は
利
他
心
を
中
心.

W

し
て
社
會
を
見
、r

國
富
論」

に
於
て
は
利
己
心
、
即
ち 

楚
す
に
ょ
る
靜
»
主
_
を
主
柱
ざ
し
て
91

會
を
觀
る
も
のvj

做

す

の

見

を

採

ゆ

る

諸

國

民

の

齋

の
,*
®

*)

tf
c 

TT
し
k
於

て

⑴
s

g
の
謂
ゆ
る「

富」

が
观
得
と
し「

て
の
富
か
恶
し
く
は
資
本
-
し
て
の
富
か
、
又
た
彼
れ
の
謂
ゆ
る 

-食
J

S
形
財
に
眼
ら
る
、
や
杏
や
を
考
察
せ
ん
ど
し
、「

ス
ミ
ス
に
於
け
る
經
濟
學
の
大
目
的」

に
於
て
、

S

I 

の
，
„
國
ず
論」

|
を
以
て「

法
產
の
*
音
寄」

な
{
ど
論
じV

ゐ
る
。
其
の
孰
れ
に
於
て
も
新
解
釋
の
見
る
可
き
も
の
は 

な
い
か

、
f 
S

I

'魂

.の
麻
®
な
る
手
引
た
る
可
き
も
の
で
あ
つ
て
、
是
れ
等
の
諸
篇
は
o

i

l
 

G
a

l

 

を
參
考
せ
る
：
國
窗
論
_
要」

と
共
に
.
5
3
'
&
:

硏
究
者
を
益
す
るm

マ

j

大
な
る
も
の
で
あ
る
。
是

ia
等
に
此
し
て
 ̂

し
ぐ
觅
劣
り
の
せ
ら
る
、
も
の
は
最
初
の「

略
傅
し
な
る
が
如
く
で
あ
る
。
 

ゴ

.

の
初
版
が「

直

f

過
ぐ」

る
I

難
あ

^o

に
拘
ら
ず
、
氏
が

.依
然
ど
し
て
直
譯
主
義
を
棄
て
ず
、
飽

i
 

で
逐
歷
に
忠
實
に
翻
譯
し
、：
啦
だ
生
硬
を
改
め
、
藤

®
を
避
け
て
、
只
赞「

流
廳
な
る
直
輝」

を

a

S
4
し

、

I

 

R

#敲
を
重
ね
ノ
彫
琢
に
彫
琢
を
積
：ま
れ
た
る
は
頗
る
吾
人
の
意
を
得
た
る
も
の
で
あ
る
。
吾
人
が
本

f

h

jri 

第

1

號
に
於
て
本

W
初
版
に
：就
い
て

S
々
せ
る
：所
の

t
の
も
決
し
て
，
者
の
直
,
主
義
を
難
匕
た
る
も

0[
パ

- 

_ 

i
n
n
l
^
j
" 

- 

- 

_ 

- 

'I. 

.. 

■ 

-

■

.

'
 

パ

：

-

-

-

-

-
-

-

-

-

-

-

-

-

-

i

-
-
-

-

-

-

-

-
ニ 

一一
 

=
=
=

一

一

—

g
«

4

て

^

0
0:
4

^

-る
^

^

^

^

^

^

^
を
极
備
に
傳
へ
、

:M
文
の
文
品
を
失
ふ
ヒ
マ

」
な
き

^
擇は
亦

5

2
人
の

1 

パ

に

優

る

」

所以

I

妾に
愛に
存す
る。
前版

S

昌論

」

 

せ

ー

襲し再
版力國

f

r

J
 

i

r
し
た
る
が
^
さ
も
全
然
吾
人
の
賛
同
す
る

Tf
であ
る。
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